
　（別紙４（２）） 事業所名　　グループホーム　じねん

目標達成計画 作成日：　平成　31年　02月　11日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容 目標達成に要する期間

1
入居者の重度化のためいままでの
活動が円滑にできなくなっている

室内活動を多く取り入れる.楽しく活
動ができるレクを考案していく

日/3回の散歩は外周1回、屋内2回。
できることできないことの見直しを都度
行う。椅子に座ってできるレクの活用。

12月ヶ月

2
公式の署名が今後もできるようにし
ていく

自分で名前を書くことができる
毎日名前を書く。２回/週は計算や漢
字練習をする

12ヶ月

3 年齢差がある（100歳から76歳）
70代の利用者はデイサービスを活
用する。

同年代のＤＳ利用者とコミュニケーショ
ンができる。刺激をもらい、ボートしな
い日常生活が送れる

12ヶ月

4 職員が集まってこない 楽しく個別の日常が遅れる
求人募集をする。ネットやその他の利
用を模索する。

12ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目のNo.を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取
り組む具体的な計画を記入します。

【目標達成計画】　


